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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域誌史の編纂や文化景観の修復が「地域」を制度化し、地域アイデンテ
ィティを構築する政治的役割を担うという前提から、沖縄県とパレスチナを研究対象に、「他者」からの軍事的
圧力に抗う文化的実践として地誌編纂と景観修復の意義を明らかにし、排他的な対抗ナショナリズムの喚起では
ない、多様な主体による地域と民族集団の再生への可能な方策を探った。その結果、沖縄においては県内自治体
さらには字のレベルにおける誌史編纂と基地跡地利用にみられる景観修復、パレスチナにおいては難民の記憶を
もとにオーラルヒストリーによる地誌編纂と占領下の集落建設におけるカウンタープランニングにそうした可能
性を見出すことができた。

研究成果の概要（英文）：The compilation of regional geographies and the restoration of cultural 
landscapes play a political role of institutionalizing ‘regions’ and reconstructing regional 
identities. Based on these premises, this study attempts to elucidate the significance of the 
compilation and restoration as cultural practices against militaristic oppression from "the 
occupiers" by investigating the cases of Okinawa and Palestine. It also seeks possible measures for 
the rehabilitation of regions and ethno-national groups by various actors without evoking exclusive 
counter-nationalisms. The study demonstrates that there are recognizable possibilities for the 
rehabilitation. While activities for the compilation of micro-regional histories and landscape 
restoration in military base towns exemplify such cultural practices in Okinawa, the restoration 
activities for oral histories in and the counter-planning of village construction for destroyed 
Palestinian villages illustrate the Palestinian counterpart.
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１．研究開始当初の背景 
 
「地域」と呼ばれる単位は、政策・教育・メ
ディアを通して、地域に関わる主体の意識と行
動を方向付け、地域アイデンティティを構築す
る母体となる。この過程を地域の「制度化」と
呼ぶ。地誌や地域史（地域誌史）の編纂や文化
景観の修復は、地域を制度化する一つのプロセ
スである。この地域の制度化は、郷土教育とい
う形で地域を差異化させる思想を強化すること
もあれば、国家イデオロギーを補完することも
ある。つまり、地域は、その地域がおかれる地
政学的文脈、国家との関係、そして地域内の社
会動態によって、そこに形成される集合的な記
憶や政治意識に地域性を与える。それは「場所
の政治」として発現する。とりわけ国家の辺境
地域では、その地政学的文脈が複雑・不安定で
あるほど、地域の制度化は支配と被支配をめぐ
る場所の政治と切り離せなくなる。 
一方、地域誌史の編纂や文化景観の修復は、
周辺化された地域の活性化とも深くかかわる。
それは地域資源の単なる観光化に留まらず、地
域社会総体を再生するプロジェクトとして、多
様な主体による生活の記録・記憶の復元を目指
して実践される必要がある。こうした文化的支
柱を欠く政治的抵抗だけで、支配／被支配の構
造を変化させることは困難となろう。 
 本研究のメンバーは、沖縄県内各地の戦後政
治史と集落景観史を研究していく中で、地域誌
史編纂という事業自体が、沖縄県を固有の地域
として日本本土と差異化し、地域アイデンティ
ティを強化する実践であることを理解するよう
になった。また、破壊されたパレスチナ人村落
の歴史記述やパレスチナ人の伝統的建造物を再
生利用する事業が、ユダヤ化に抗するパレスチ
ナ人の民族アイデンティティを維持する戦術で
あることを読み取ってきた。こうした研究実績
のもとに、本研究は構想された。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、地域誌史の編纂や文化景観の修復
が「地域」を制度化し、地域アイデンティティ
を構築する政治的役割を担うという前提から、
沖縄県とパレスチナという一見比較しがたい地
域を研究対象に、「他者」からの軍事的圧力に抗
う文化的実践として地誌編纂と景観修復の意義
を明らかにし、排他的な対抗ナショナリズムの
喚起ではない、多様な主体による地域と民族集
団の再生への方策を探る。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は沖縄班（山﨑、崎浜）とパレスチナ
班（金城、飛奈）から構成され、沖縄県におけ
る米軍駐留とパレスチナにおけるイスラエルの
侵攻という地政学的・軍事的緊張の構造を理解
するとともに、それに抗う民族集団の文化的実
践に関する実態調査を実施する。研究期間は 2
年間とし、沖縄県およびパレスチナにおいて、

各地域での関係機関との連携のもとに、研究目
的に沿った共同調査を数次実施するとともに、
比較研究の成果を総括し、関係機関に還元して
いく。 
 具体的には、研究代表者と研究分担者はそれ
ぞれ沖縄県とパレスチナ各地域での地域誌史編
纂や文化景観修復の実践に含意される地域・民
族アイデンティティ構築の意図とメカニズムを
把握する。さらにそうした編纂・修復の対象・
主体として、どのように多様なジェンダーやエ
スニシティが組み込こまれうるか、それがどの
ように地域と民族集団の文化的活性化に積極的
影響を及ぼしうるかを、それぞれの地域で明ら
かにする。 
 
４．研究成果 
 
平成27年度は、各班が相互に意見・情報を交
換しつつ、それぞれのフィールドで「軍事的圧
力に抗う文化的実践」の実態を明らかにするこ
とを主眼とし、研究に着手した。その内容は以
下のとおりである。 
沖縄班は、沖縄市総務部総務課市史編集担当
および沖縄国際大学南島文化研究所において、
自治体史・字誌の編纂ならびに宜野湾市におけ
る普天間基地跡地利用計画の内容に関する調査
を実施し、28年2月5日に同研究所に行政関係
者を招き「沖縄文化のレジリエンス(復元力)地
域史と景観復原の視点から」と題したミニシン
ポジウム(沖縄国際大学南島文化研究所第 195
回シマ研究会)を開催した。 
このシンポジウムにおいては、基地跡地利用
に向けての綿密な文化財調査と破壊された集落
に居住した旧住民・地主の跡地利用計画参画の
重要性が確認され、そうした文化景観修復を計
画通りに実現させるためにも普天間基地の早期
返還が緊要であることが理解された。 
パレスチナ班は担当者それぞれがヨルダン川
西岸地区において地誌編纂と伝統的建造物修復
事業の内容に関する調査を行なった。またハイ
ファ大学地理学部のラーセム・ハマイシー教授
の協力の下、2016年 8月に開かれる国際地理学
連合北京会議において、本研究と直接かかわる
セ ッ シ ョ ン (A Reexamination of 
Militarization and "the Space of 
Occupation": A Comparison Perspective)を設
置する準備を進めた。 
平成28年度は、前年度の研究を展開させるた
めに、両研究班の連携として2016年 8月に開催
された国際地理学連合北京会議において上記セ
ッションを設け、占領空間の実態を国際的に比
較考察した。ここで山﨑は上記普天間基地の跡
地利用の意義を報告し、ハマイシー教授はヨル
ダン川西岸地区のパレスチナ人集落の再建計画
について報告した。 
とりわけハマイシー教授による報告は文化的
抵抗の一つの可能性を提示した。すなわち、イ
スラエルの非合法的な入植地建設によって生活
空間を圧迫されるパレスチナ人にとって、この
集落再建計画はイスラエルの都市計画に対抗す



る（カウンター）プランニングと意味づけられ
るのである。これも景観の修復が占領に対する
一つの文化的抵抗を構成している例である。 
12月には、大阪市立大学船場プラザにおいて
写真展兼シンポジウム「コザ暴動プロジェクト
in大阪「都市と暴動」」を開催した。これは1970
年に沖縄県旧コザ市で勃発した「コザ暴動」を
題材とする写真展、「都市と暴動」をテーマとす
る講演、写真家によるギャラリートークから構
成された。この企画は、地域の政治史的記憶が、
写真展と写真家の語りを通して、地域アイデン
ティティを再構築する働きをもつ文化的実践と
位置付けられる。本研究の沖縄班がこの企画に
関わることで、本研究そのものが米軍基地によ
る沖縄占拠を問題化する文化的実践の一翼を担
ったのである。 
一方、パレスチナ班は若手パレスチナ研究者
の研究促進をめざし「関西パレスチナ研究会」
の立ち上げに尽力した。 
これらの事業成果は各シンポジウムの詳細な
記録と研究分担者および国際地理学連合北京会
議に招聰したハマイシー教授の寄稿からなる研
究報告書として刊行準備中である。 
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